
人間社会で感じる
ストレスと解決への手立て

名城大学学術フロンティア推進事業

第１回若手研究者シンポジウム

2009年3月2日（月）

名城大学　八事キャンパス　情報メディア教室（６号館４階）

〒468-8503  名古屋市天白区八事山150

10～17時30分

【共催】NPO　医薬品適正使用推進機構

【口演発表】 院生による成果報告 （５演題）

【懇親会】シンポジウム終了後に開催

【事務局】名城大学学術フロンティア推進事業 第1回若手研究者シンポジウム事務局
実行委員長　植田康次 担当：並河 (makin@ccmfs.meijo-u.ac.jp)    
Tel: 052-839-2735

岸　太郎 （藤田保健衛生大学医学部精神医学）

並川　努 （名古屋大学大学院教育発達科学研究科）

Branko Aleksic （名古屋大学大学院医学系研究科精神医学）

匹田貴夫 （名古屋大学大学院医学系研究科神経情報薬理学）

永井　拓 （名古屋大学大学院医学系研究科臨床薬物情報学）

浦田　悠 （名城大学人間学部）

植田康次 （名城大学薬学部衛生化学）

安藤基純 （名城大学薬学部衛生化学）

河野　晋 （名城大学薬学部生体機能分析学）

三輪将也 （名城大学総合学術研究科生体機能制御学）

丹羽美苗 （名古屋大学大学院医学系研究科精神医学）

毛利彰宏 （名城大学薬学部薬品作用学）

鳥海和也 （名城大学薬学部薬品作用学）　　　　　　　　　　　　　　　 [順不同]

【シンポジスト】

【主催】名城大学学術フロンティア推進事業
(http://www-yaku.meijo-u.ac.jp/frontier_meijo/index.html)



第１回若手研究者シンポジウム 閉会 
 
 名城大学学術フロンティア事業第１回若手の会は 80 名近い参加者を迎え、盛況のうちに無事に終了 
いたしました。これも関係者の皆様のご協力のお陰です。心より御礼申し上げます。 
 
 会場の雰囲気は、若手ゆえの緊張感をともなった発表に続いて忌憚のない質疑応答が飛び交う、自由

で活発なものでした。当初の計画より多い全１８演題という構成ということもあり時間的にはタイトな

ものになってしまいましたが、懇親会でも議論が続けられていたのが印象的でした。 
 
 若手を鼓舞し連携を深めるという目的は十分に達成されたと思います。今後もこのような若手の会を

続けていけるよう、皆様のご協力をいただけますようお願いいたします。 
 
平成 21 年 3 月 3 日 
実行委員長 植田康次 
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